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Y 君 は 語る。 

これ は 明治の 末年、 わたしが 東北の ある 小さい 町の 

警察署 に 勤めて いた 時の 出来事と 御 承知く ださい。 一 

体 それ は 探偵 談と いうべ きもの か、 怪談と いうべ きも 

はやりことば 

のか、 自分に もよ く 判らない。 こんにちの 流行 詞 でい 

えば、 あるいは 怪奇 探偵 談 とで もい うべき 部類の もの 

であるか も 知れない。 

地方に は 今 も往々 見る ことで あるが、 ここら も 麻 曰が 



まちかた 

新旧と もに 行なわれ ていて、 盆 や 正月の 場合に も 町方 

では 新暦に よる、 在方で は 旧暦に よるとい う 風習に 

なって いるので、 今 この 事件の 起った 正月の 下旬 も、 

在方で は 旧正月 を 眼の 前に 控えて いる 忙 がしい 時で 

あった。 例年に 比べる と 雪の 少ない 年で はあった が、 

それでも 地面が 白く 凍つ ている こと は 言うまでもない _ 

夜の 十一 時 頃に、 わたし 達 は 町と 村との 境に ある 弁 

やしろ 

天の 祠の そば を 通った。 当夜の 非番で、 村の 或る 家 

の 俳句 会に 出席した 帰り路で ある。 連れの 人々 には途 

中で 別れて しまって、 町の 方角へ むかって 帰って来る 

の は、 町の 呉服屋の 息子で 俳号 を 野 童と いう 青年と 私 



い。 いずれにしても、 野 童と 冬 坡とは 別々 に 取調べる 

必要が ある。 ふたりが 鼻 を 突き合せ ていて は、 その 取 

調べに 不便が あると 思った ので、 わたし はこ こで、 ひ 

とまず 冬坡を 手放す ことにした。 

一 一 つ 三つ 冗談 を 言つ て、 わたし は そのまま 行き かけ 

ると、 野 童 は 曲り角まで 追って 来て、 そっと 訊いた。 

「あなた は 今、 冬 坡君を 何 か 調べて おいでにな つたの 

です 力 」 

「うむ、 少し 訊きたい ことがあって …… 。 君に も 訊き 

たい ことがあ るの だが、 今夜 わたしの 家へ 来て くれな 

、ゝ o 一 

レカ 」 



r ま レリます ，1 

わたし は 家へ 帰って 風呂に はいって、 ゆう 飯 を 食つ 

てし まった が、 野 童 はま だ 来なかった。 そのうちに 細 

かい 雪が 降り出して 来たと、 家内の 者が 言った。 この 

春 はこ こらに 珍ら しい ほど 降らなかった ので あるから、 

もう 降り出す 頃 であろうと 思いながら、 薄暗 い 電燈の 

下で 炬鐽に はいって いると、 外の 雪 は 音 もな しに 降リ 

つづけて いるら しかった。 

九 時 過ぎに なって、 野 童が 来た。 いつも は 遠慮な し 

に 炬鐽に はいって 差 向いになる ので あるが、 今夜 はな 

ん だか 固くなって、 平生よりも 行儀よ く 坐って いた。 



せん。 去年の 暮に、 冬坡 のお ふくろが 風邪をひいて、 

冬至の 日から 廿六 日頃まで 一 週間 ほど 寝込んだ ことが 

あります。 そのと きに 染吉 とお 照と が 見舞に 来て …… _ 

どちらも 菓子 折 かなに か を 持って きて、 しかも 同時に 

落 合った ものです から、 はなはだ 工合の 悪い ことに 

なって しまいました。 どうも ひと 通りの 見舞で はない 

らしい と 染吉も 睨む、 お 照 も 睨む。 双方 睨み あいで、 

そのと き は 何事もなく 別れた のです が、 二人の 女の 胸 

のなかに 青い 火 や 紅い 火が 一 度に 燃え あがった の は 判 

り 切った ことです。 

そこで、 人間 はま あ 五分五分 としても、 お 照の 方が 



嘩 になる より ほかはありません。 なんとい つても、 染 

吉の 方が 年上です し、 お 照 は 足が 不自由と いう 弱味 も 

あるので、 その 鏡 をとうと う 染吉に 奪い取られました _ 

それ を 取 返そうと しがみつ くと、 染吉 ももう のぼせて 

いるので、 持って いる 鏡で 相手の 額 を 力ま かせに 殴り 

つけた 上に、 池の なかへ 突き落して 逃げました ご 

お 照の 額の 疵は 氷の ためではなかった。 たとい 氷で 

ない としても、 それが 鏡の たぐいで あろうと は、 わた 

しも 少しく 意外で あ つ た。 

「ただ 突き落して 逃げた の だね ご と、 わたし は 念 を 押 

した。 
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